
近藤さんは、「居場所ハウス」が住民のための施設であるという意識を持たせるために、「施設

ができたら何がしたいか」をテーマとして、住民参加のワークショップを何度か開催した。そこ

では「コーヒーを出せる」「パッチワークができる」など、やりたいことが続々と出された。 

今年度は寄付金を元手に、電気、ガス、水道などの使用料全てを無料にし、住民にどんどん施

設を使ってもらおうと考えている。「居場所 

ハウス」を地域に解放することで、地域コミ 

ュニティが再構築され、新たにこんなことも 

できるというアイデアを出してもらおうとい 

う作戦である。「運営費を今後、どのように 

捻出するかが大きな課題だ」と話す近藤さん 
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お話を聞かせてくれた、理事長の近藤さん 

ＮＰＯ法人「居場所」創造プロジェクト 
理事長  近藤 均さん 

近藤さんは現在、大船渡市立末崎公民館長や大

船渡共生まちづくりの会代表も兼務されている。

地域住民からの信頼は厚く、何か困ったことがあ

ればすぐに近藤さんへ相談に来る。まさに地域コ

ミュニティの要のような存在である。 

米国のハネウェル社から、建設費の全額支援を

受けて建てた「ハネウェル居場所ハウス」を地域

の活動拠点として永続的に運営するために、ＮＰ

Ｏ法人「居場所」創造プロジェクトを立ち上げた。 

 

津波を免れた陸前高田市気仙町の古民家の

部材が取り入れられている。 

だが、頭の中には、様々なアイデアが浮かん

でいると感じた。開所後の近藤さんの活動が

注目される。 

「ハネウェル居場所ハウス」の開所式は、

６月 13 日（木）に予定されている。 

連絡先 
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大船渡市末崎町字神坂１－13 
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